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******************************************************************************** 

※『Andante：アンダンテ』とは 

音楽用語で「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味があります。他者に合わせるのではなく、自分

なりのペースで歩いていきましょう、という意味が込められています。 

北海道地域自殺予防情報センターでは、皆さんと共に歩いていけるような「Andante」を配信してい

きたいと考えています。 
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******************************************************************************** 

【１】北海道における自殺の現状 

 

◇平成 25年 10月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 25年 10月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 25年 10月の北海道の自殺者数は 107人でした。また、全国の自殺者数は 2,145人、そのう

ち男性は 1,482人、女性は 663人でした。 



以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 平成 25年 10月末と平成 25年 9月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H25年 10月＜北海道 107人、全国 2,145人、全国(男性)1,482人、全国(女性) 663人＞ 

H25年 9月＜北海道  99人、全国 2,233人、全国(男性)1,543人、全国(女性) 690人＞ 

前 月 比  ＜北海道  +8人、全国 -88人、全国(男性)  -61人、全国(女性) -27人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

平成 25年 10月の自殺者数は、前月比では北海道は増加でした。全国、全国男性、全国女性は

減少しました。また都道府県別では、自殺者数が増加したのは 16、減少したのは 28、増減なしは

3でした。 

 

2. 平成 25年 10月末と平成 24年 10月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H25年 10月＜北海道 107人、全国 2,145人、全国(男性)1,482人、全国(女性) 663人＞ 

H24年 10月＜北海道 104人、全国 2,426人、全国(男性)1,680人、全国(女性) 746人＞ 

前 年 比  ＜北海道  +3人、全国 -281人、全国(男性) -198人、全国(女性) -83人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

前年同月比においても、北海道は増加でしたが、全国、全国男性、全国女性は減少しました。また

都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 14、減少したのは 31、増減なしは 2でした。 

 

◇北海道の曜日別自殺者数[内閣府公表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

内閣府の「都道府県別 地域における自殺の基礎資料」では、警察庁のデータに基づいて各都道

府県の自殺者を性別、年齢などの属性や原因・動機、場所、手段や曜日、時間帯などについて集

計しています。 

平成 21年から 24年の住居地が北海道の自殺者 5,721人について、自殺日を曜日別に集計した

ものを以下に記します。 

 

         総数         男性        女性 

  日曜  762人（13.3%）  530人（13.3%）  232人（13.3%） 

  月曜  869人（15.2%）  623人（15.7%）  246人（14.1%） 

  火曜  842人（14.7%）  605人（15.2%）  237人（13.6%） 

  水曜  792人（13.8%）  538人（13.5%）  254人（14.5%） 

  木曜  789人（13.8%）  543人（13.7%）  246人（14.1%） 

  金曜  771人（13.5%）  505人（12.7%）  266人（15.2%） 

  土曜  638人（11.2%）  437人（11.0%）  201人（11.5%） 

  不詳  258人（ 4.5%）  192人（ 4.8%）   66人（ 3.8%） 

  合計  5,721人       3,973人      1,748人 



 

全体では月曜日の 15.2%が最も多く、最も少ないのは土曜日で 11.2%です。月曜日から週の後半

に向かって徐々に減っています。男女別でみると男性は全体とほぼ同じ傾向ですが、女性では金

曜日が 15.2%と最も多くなっています。最も少ない曜日は男女ともに土曜日です。 

 

******************************************************************************** 

【２】自殺対策について知ろう 

 

◇自殺予防とインターネット（２）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 前回 Vol.051では自殺を考えている人たちによる自助グループ的なやり取りが、自殺予防の効

果をもつ可能性について触れました。この点についてもう少し詳しく説明します。 

 自殺に傾いている人は、視野が狭まってしまい「自分のつらさは誰にもわかってもらえない」、「自

殺以外の解決策は存在しない」と考えてしまう傾向があります。周りの人につらさを訴えられない、

打ち明けても理解してもらえなかったという経験を持つ人も少なくありません。そんなときに、自分と

同じような思いを抱えている人達と地理的、時間的な制約を超えて出会える場を提供するのがイン

ターネットの世界、中でもいわゆる自殺関連サイトです。同じような気持ちを持つ者同士が共感し合

ったり、自分の感情を他者から受け入れられる経験をすることが可能です。自分の本音を語ること

ができ、それが肯定される。また相談にのることによって、他者の役に立っていると感じる。日常生

活では得がたい経験です。居場所を得られたように感じられることもあるでしょう。 

 自殺を考えている人は「死にたい気持ち」と「生きたい気持ち」の間で揺れ動いています。「生きた

い気持ち」を肯定するようなやり取りがあれば、自殺の予防につながります。冷静さを取り戻し、生き

るための方法に目を向けることもできます。一方で「死にたい気持ち」の方に肯定的に傾いてしまう

と、自殺の危険性が高まってしまいます。また、居場所を得られた感覚からネット上のコミュニティに

過度に依存してしまうこともあります。自殺の方法を紹介したり、心中する相手を募集したりという明

らかに自殺ほう助的なものが存在するのも事実です。自殺関連サイトは常に危険と隣り合わせと言

えるでしょう。そのため、有害な情報を規制することも必要です。しかし、すべてのサイトを危険なも

のとみなして規制することは、援助資源を奪ってしまうことになります。 

 自殺を後押しする危険を回避し、援助的な側面を活かすためにはどうすれば良いのか。サイトの

運営者の責任とともに、利用者にも規範意識が必要となります。サイトの運営者には、ネット上の集

団の意見が極端に自殺の方向に傾かないよう、偏りのない中立的な意見も取り入れるように促すこ

とが求められます。また、自殺関連サイトに依存的になってしまい長くとどまり続けるケースには、共

感経験を得られる別の支援資源（専門家など）を提示することも有効です。必要な場合には対面

（オフライン）での支援へと移行できるのが望ましいでしょう。利用者は、インターネットには自殺を促

しかねない特質があることを認識する必要があります。自分が影響されることはもちろん、他者を自

殺に巻き込んでしまうことがあることも自覚しなくてはなりません。そのためには、こういった意識を浸

透させるための教育、インターネットに関するメディアリテラシー教育が重要になってきます。（メディ

アリテラシー教育については、次の機会に紹介したいと思います。） 

 



参考資料 

 平成 16年度厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「Webサイトを介しての

複数同時自殺の実態と予防に関する研究」 

 「インターネットは自殺を防げるか －ウェブコミュニティの臨床心理学とその実践」 末木 新 東

京大学出版会 平成 25年 

 

 

******************************************************************************** 

【３】お知らせ 

 

◇ 自殺対策強化月間事業（平成 26年 3月） 

 毎年、強化月間事業として自殺未遂者支援研修会を実施していますが、今年度は若年層への自

殺対策をテーマとする予定です。日程等について決定したので、お知らせします。 

 なお、講師等については次号でお知らせする予定です。 

 

    月 日  平成 26年 3月 15日（土）13：30～16：30 

    場 所  北海道自治労会館（札幌市北区北６条西７丁目） 

    内 容  若年層の自殺予防について 

    講 師  調整中 

 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で受け付けています。 

    月曜日から金曜日                9：00～21：00 

    土曜日曜祝日(12月 29日～1月 3日を除く)      10：00～16：00 

                          Tel：0570-064556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版 HPをご覧ください 

北海道地域自殺予防情報センターの HPを開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。ぜひご覧ください。 

パソコン HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察から公

表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せてご覧く

ださい。 

携帯 HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

******************************************************************************** 

【４】編集後記 



 

 今年も残すところあと 1か月となりました。日暮れが早くなり雪も降るようになって、長い冬を迎える

と思うと少し気が重くなるのではないでしょうか。でも雪があるからこそ、クリスマスの飾りやイルミネ

ーションが映えますね。道外の方には雪の北海道もぜひ見ていただきたいと思います。寒さに負け

ずに過ごしたいものです。年末に向かって何かとあわただしい時期を迎えますが、お体に気を付け

てお過ごしください。 

 次号 Vol.54は、2013年 12月末に配信予定です。これからも、メールマガジン Andanteのご愛

読をよろしくお願いいたします。 

 

＊お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121 

Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

 


